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【研究成果の概要】 （ 文 字 の 大 き さ 9 ポ イ ン ト ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 程 度 ）  
 

 本 研 究 は 、近 年 の サ ッカ ー に お い て 有効 な 攻撃 手 段 の ひ と つと し て価 値 を 高 め て いる ロ ング ス ロ ー

イ ン に つ い て 、特 に飛距 離 が 40m 付 近（ サ イド ラ イ ン か ら ゴー ル を越 え る 距 離 に 相当 ）にも 到 達 す る

特 別 な 選 手 を 含ん だ 投動 作 を 分 析 す るこ と で、 そ の 技 術 的 特徴 を 明ら か に す る こ とを 目 的と し た 。  

 

 本 学 男 子 サ ッカ ー 部に 所 属 す る 選 手 45 名 の全 力 の ロ ン グ スロ ー イン 動 作 に つ い て、 屋 外グ ラ ウ ン

ド に て 飛 距 離 の測 定 とハ イ ス ピ ー ド カメ ラ （撮 影 速 度 200fps） を 用い た 撮 影 を 実 施し た 。そ の 結 果 、

飛 距 離 の 平 均 値 は 22.2±4.5m、最 大 値 39.2m、最 小 値 13.2m で あ っ た。こ の ス ロ ー イ ン 飛距離 と 身 長

お よ び 体 重 と の相 関 関係 を 検 討 し た とこ ろ 、身 長 と の 相 関 係数 は 0.07、 体 重 と の 相 関係 数は 0.21 で

あ っ た 。こ れ ら の 結果よ り 、ス ロ ー イ ン 飛距離 と 体 格 と の 関係 は ほと ん ど な く 、大 き な飛距 離 の 獲 得

に は 体 格 と は 別の 技 術的 な 要 因 が 大 きく 関 与し て い る で あ ろう こ とが 示 唆 さ れ た 。  

 

 次 に 、よ り 詳 細 にロ ング ス ロ ー イ ン 動作 を 解析 す る た め に 、一 部の 選手 を 対 象 に モ ーシ ョ ンキ ャ プ

チ ャ ー シ ス テ ムと ハ イス ピ ー ド カ メ ラ（ と もに 撮 影 速 度 200fps）、 床反 力 計 を 使 用 した 実 験を 屋 内 で

実 施 し た 。 そ の 結 果 、 飛 距 離 の 大 き な 選 手 に は 共 通 し て 以 下 の よ う な 特 徴 が 見 ら れ た 。 1） リ リ ー ス

直 前 の 最 後 の 1 歩 を 大き く 前 に 踏 み 出し 、 急激 な 助 走 速 度 の減 少 を起 こ し て い た 。 2） 前 足接 地 の タ

イ ミ ン グ で 体 幹 を 大 き く 後 屈 さ せ て お り 、 そ の 後 前 屈 さ せ て い た 。 3） テ イ ク バ ッ ク で 肩 関 節 を 大 き

く 屈 曲 さ せ て いた 。  

さ ら に 、 本 研 究に お ける 最 大 飛 距 離 であ る 39.2m を 記 録 し た 選 手 では上 記 が よ り 顕 著で 、 1）体 幹

の 後 屈 か ら 前 屈 へ の 可 動 域 が 大 き い 、 2） 最 大 テ イ ク バ ッ ク 時 の 肩 関 節 屈 曲 お よ び 肘 関 節 屈 曲 が 大 き

い 、 3） 前 足 の 踏 み 込 み に よ る 助 走 速 度 の 減 速 、 体 幹 の 前 方 回 転 、 上 肢 の 前 方 回 転 の 一 連 の 運 動 が 連

続 性 を 持 っ て いる 、と いっ た 特 徴 が 見 られ た 。特に テ イ ク バ ッ クで の 肩関 節 の 大 き な 屈曲 位 から 伸 展

へ の 動 き が 動 作終 盤 での ボ ー ル へ の 加速 に 寄与 し て い る と 考え ら れた こ と か ら 、こ の 可 動 域を 大 き く

す る た め の 肩 関 節 の 柔 軟 性 は 超 ロ ン グ ス ロ ー イ ン 実 現 の た め に 重 要 な 役 割 を 担 っ て い る 可 能 性 が 示

唆 さ れ た 。  

【研究成果発表方法】 

 

下記のフットボール関連の学会のいずれかで発表し、その後 Football Science 等の国際

誌に投稿予定 

・第 2 回日韓フットボール学会（2018 年 8 月 31 日、世宗大学、ソウル） 

・日本フットボール学会 16th Congress（ 2018 年 12 月 22-23 日、順天堂大学） 

※ 発 表 論 文 名 （ 口 頭 発 表 を 含 む ）， 氏 名 ， 学 会 誌 等 名 （ 投 稿 中 ・ 投 稿 予 定 ・ 執 筆 中 ） を 記 入 す る こ と 。  

※ 本 経 費 を 用 い て 、 報 告 書 （ 冊 子 等 ） を 作 成 し た 場 合 に は 、 本 様 式 と と も に 1 部 を 提 出 す る こ と 。  



な お 、 提 出 さ れ た 報 告 書 は 教 育 実 践 研 究 推 進 本 部 を 通 じ て 附 属 図 書 館 へ 寄 贈 す る 。  


